
令和 8年度　入学試験（ 2月 1日午後実施）

算　数
［40分］

［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
2．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
3．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
4．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
5．‌�問題は1〜7まであります。ページが抜

ぬ

けていたら、すみやかに手
を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部

第 ２ 回
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1 	 次の各問いに答えなさい。

（ 1）　 2−   0.04 ÷ □ ＋ 
3
5
 ÷ 2.5   ÷ 

1
3
 − 
3
5
 ÷ 5 ＝ 0.8　のとき、

 
□ にあてはまる数を答えなさい。

（ 2）（0.5 ＋ 1.5 × 2.5 ÷ 0.5 × 0.1）÷   
5
6
 ＋ 
7
8
  　を計算しなさい。

（ 3）　（1.25 m − 120 cm）×（0.8 km − 790 m − 8630 mm）×（328 mm ＋ 0.172 m）＝ □ L
 
のとき、□にあてはまる数を答えなさい。
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2　�　ある整数 x の各位の数をたします。たした結果の数が 2桁
けた

以上であれば、再びその数の 
各位の数をたします。この計算を繰

く

り返し行い、 1から ９までの整数のいずれかになるま
でに計算を行った回数を n とします。

　　�　例えば、x が 2026 のとき、2＋ 0＋ 2＋ 6＝ 10，1 ＋ 0 ＝ 1 となり、計算を 2回行った
ので、n は 2 となります。

　　�　このとき、次の各問いに答えなさい。

（ １）　n が 2 となるような x のうち、 2桁の数は何個あるか答えなさい。

（ 2）　n が 3 となるような x のうち、最も小さい数を答えなさい。

（ 3）　n が 4 となるような x のうち、最も小さい数は何桁の数か答えなさい。
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3　�　次の各問いに答えなさい。

（ 1）　 2つの食塩水 A，B があります。A の濃
のう

度
ど

は 5 ％です。A，B の重さをそれぞれ 3：1
の割合で混ぜ合わせてできる食塩水の濃度は 5.75 ％でした。このとき、 B の濃度は何％
か求めなさい。

（ 2）　約分すると 
9
23
 となる分数のうち、分母の数と分子の数の和が 800 になる分数を求め

　　なさい。

（ ３）　図のように、正三角形 ABC と正三角形 CDE があります。点 E は辺 AB 上にあり、
辺 AC と辺 ED が交わる点を F とします。AE：EB ＝ １：５ 、正三角形 ABC の面積
が 216 cm2 であるとき、三角形 CFE の面積を求めなさい。

A
D

F
E

B C

（ 4）　 １から 10 までの整数から ４つの整数を選びます。選んだ 4つの整数の和が ３の倍数
となるような選び方は全部で何通りあるか答えなさい。
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4　�　図のような、AB ＝ 3 cm，BC ＝ 4 cm，CA ＝ 5 cm，角 B が 90 の゚直角三角形 ABC を
底面とする、高さ 3 cm の三角柱があります。以下の各辺を軸

じく

としてこの立体を 1回転さ
せるとき、立体が通過してできる立体の形として最も適するものを下の（ア）～（ク）の中から
1つずつ選び、それぞれ記号で答えなさい。

D
E

A

B

C

F

3 cm 4 cm

3 cm
5 cm

（ 1）　辺 AD を軸として 1回転させる。

（ 2）　辺 AB を軸として 1回転させる。

（カ） 4 cm
3 cm

5 cm

（エ） 3 cm
3 cm

5 cm

（オ）
3 cm

4 cm

3 cm

（キ）
3 cm

5 cm

（ク）
3 cm

4 cm

（ウ）

5 cm

（ア）

3 cm

3 cm

（イ）

4 cm

3 cm 3 cm
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5　�　N 中学校では、研修旅行で北海道の網
あばしり

走市に行きます。網走市は第一次産業が盛んで、ホ
テルの食事には地元のおいしい食材が提供されます。

　　�　はじめさん、みどりさん、みのるさん、まなぶさんの 4人は朝食に鮭
さけ

の切り身を食べ、夕食
にトウモロコシを食べました。4人が食べた鮭の数はそれぞれ異なり、食べた総数は 10 切れ
でした。4人が食べたトウモロコシの本数もそれぞれ異なり、食べた総数は 10 本でした。

　　�　 4人はそれぞれ、鮭を何切れ、トウモロコシを何本食べたでしょうか。次の ①〜⑥ の 
ヒントをもとに、4人それぞれが食べた鮭とトウモロコシの数を解

かいとうらん

答欄の表に書き入れなさい。

　＜ヒント＞
　　①　はじめさんが食べた鮭は 1切れではなく、トウモロコシは 1本ではない。
　　②　みどりさんが食べたトウモロコシは 3本ではない。
　　③　まなぶさんが食べたトウモロコシは 2本ではない。
　　④�　まなぶさんが食べた鮭とトウモロコシの総数は、みのるさんが食べた鮭とトウモロ

コシの総数よりも多い。
　　⑤�　「鮭を 2切れ食べた人」が食べた鮭とトウモロコシの総数は、「トウモロコシを 3本

食べた人」が食べた鮭とトウモロコシの総数よりも多い。
　　⑥�　「トウモロコシを 2本食べた人」が食べた鮭とトウモロコシの総数は、「鮭を 3切れ

食べた人」が食べた鮭とトウモロコシの総数よりも多い。

はじめ みどり みのる まなぶ

鮭（切れ）

トウモロコシ（本）
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6　�　下の図は、バスケットボール部の部員 30 人が、１人あたり 10 分間連続でゴールにシュー
トを打ったときのバスケットゴールにボールが入った回数の結果を記録し、ヒストグラム
に表したものです。30 人のボールが入った回数の平均は 53.6 回でした。このとき、ボール
が入った回数がどのように変われば、平均が 65.6 回以上になるでしょうか。次の ①～④ 
の中で平均が 65.6 回以上となるものをすべて選び、番号で答えなさい。

（人数）
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

0 8 16 24 32 40 48 56 64 72 80 88 96 （回数）

①　平均回数より少ない人が、それぞれあと 20 回ずつ入れる。
②　平均回数より多い人が、それぞれあと 19 回ずつ入れる。
③　全員がそれぞれあと 12 回ずつ入れる。
④　中央値より大きい人が、それぞれあと 24 回ずつ入れる。
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7 	 　太郎さんは自宅から 1500 m 離
はな

れた中学校に通っています。太郎さんは ８時ちょうどに
自宅を出発し、分速 80 m で学校に向かって歩きはじめました。太郎さんの母は太郎さん
が弁当を忘れたことに気付き、 ８時 12 分に自宅を出発し、自転車に乗って分速 250 m で
追いかけはじめました。

　　�　自宅と中学校の間にはふみきりが、自宅から 900 m 離れたところにあり、朝の 8時から
9時までの時間には、時刻の分の部分の値が「 1とその数以外の約数をもたない整数（素
数）」または「 5の倍数」の間にはふみきりが閉じているため、通ることができません。例え
ば、 8時 2分ちょうどにふみきりが鳴りはじめ、 8時 3分はまだふみきりは開かず、 8時
4分ちょうどにふみきりは開きはじめます。なお、ふみきりは鳴りはじめたら通れず、開
きはじめたら通ることができます。

　　�　太郎さんの母はふみきりに差しかかった時点で、このままでは太郎さんが中学校に着く
までに太郎さんに追いつくことができないと考え、ふみきりを通過した後は分速 400 m で
太郎さんを追いかけました。

　　�　このとき、次の各問いに答えなさい。ただし、ふみきりを渡る時間および、弁当の受け
渡しの時間は考えないものとします。

　　（ 1）　太郎さんが中学校に到
とう

着
ちゃく

するのは何時何分何秒ですか。

　　（ 2）�　 8時から 9時までの間でふみきりを通れない時間が一番長いのは、8時何分ちょうど 
から 8時何分ちょうどになるまでですか。

　　（ 3）�　太郎さんが自宅を出発してから母が太郎さんに追いつくまでの、 2人の自宅からの
距
きょ

離
り

と時間の関係をそれぞれ解答欄のグラフにかき込みなさい。

　　（ 4）�　母が太郎さんに弁当を渡した後、 8時 27 分ちょうどまでに自宅に戻るには、母が
動いているときの速さが少なくとも分速何 m 以上である必要がありますか。ただし、
動いているときの速さは一定であるとします。



東京農業大学第一高等学校中等部

受験番号 氏　　　名

↓ここにシールを貼
は

ってください↓

令和 8年度　第 2回 入学試験（ 2月 1日午後実施）算数　解答用紙
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はじめ みどり みのる まなぶ

鮭（切れ）

トウモロコシ（本）
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1000

500

0 10 20 30
時間（分）



［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
２．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
３．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
４．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
５．‌�問題は 1ページ〜 19 ページの合計 19 ページあります。ページが抜

ぬ

けて
いたら、すみやかに手を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部

令和 8年度　入学試験（ 2月 1日午後実施）

理　科
［40分］

第 ２ 回
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1 　情報の伝達は文明を発展させる上で不可欠なものでした。500年前の戦国時代では、情報の
伝達は馬や狼

のろ し

煙（図 １のように煙
けむり

を使った伝達方法）を用いて行われていて非常に時間がか
かっていました。しかし、今では科学の発展によって、地球の裏側まで瞬

しゅん

時
じ

に情報を伝える
ことができます。情報の伝達にかかる時間にどれほどの差があるのか、そしてどういった原
理で情報を伝達することができるのかを考えていきましょう。

問 1　馬が持続的に走る速さを時速15km、走る時間は朝 6時から18時までの12時間としま
す。 ２月 １日の朝 6時に出発した馬が495km先にたどり着くのは ２月何日の何時何分で
すか。

問 2　狼煙の届く距
きょ り

離は15kmであり、15km手前の人の狼煙を確認してから、火を焚
た

き、
15km先の相手が確認できるまでの時間間

かんかく

隔は11分とします。ただし、最初に火を焚く人
の狼煙が 2番目の人に伝わるまでの時間のみ10分間とします。また、狼煙を確認したり、
火を焚くのは24時間可能です。 ２月 １日の朝 6時に火を焚き狼煙を上げ始めたとき、
15km間隔で人を配置していたとすると495km先の人に情報が伝わるのは ２月何日の何
時何分ですか。

図 1
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	 　現在は、光の性質を利用した光回線を用いて、情報を伝達しています。光の性質に関する
次の文章を読み、後の問いに答えなさい。

	

　空気からガラスに向けて光を放つと空気とガラスの境界面で光が折れ曲がります。こ
の現象を屈

くっ

折
せつ

といいます。この折れ曲がりの指標を屈折率といい、光は屈折率が小さい
方から大きい方に入るとき屈折角は入射角より小さくなり、逆に屈折率の大きい方から
小さい方に入るとき屈折角は入射角より大きくなります。

問 3　次の①～④の現象はア、イのどちらに関係するものかを、それぞれ答えなさい。なお、
どちらとも関係ない場合は×と答えなさい。

①　虫めがねを通してものを見ると、ものが大きく見える。

②　水中にある物体が実際よりも浅い位置にあるように見える。

③　道路の曲がり角付近にカーブミラーを置くことで、死角にあるものが見える。 

④　光は真空中でも伝わることができる。

　ア．反射　　イ．屈折
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問 4　
（ １）　ガラスから空気中に出ていく光の道筋として正しいものを下図のア～エから選び、

記号で答えなさい。

空気

ガラス

ア

イ
ウ

エ

（ ２）　空気とガラスのうち屈折率が大きいのはどちらですか。

問 5　屈折の起こり方によって、境界面をこえる光の道筋が全くなくなるときがあります。
この現象の名まえを答えなさい。また、この現象はどのような条件のときに起こります
か。正しいものを次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．光が屈折率の小さい空間から屈折率の大きい空間へと進み、入射角を小さくして
いったとき。

イ．光が屈折率の小さい空間から屈折率の大きい空間へと進み、入射角を大きくして
いったとき。

ウ．光が屈折率の大きい空間から屈折率の小さい空間へと進み、入射角を小さくして
いったとき。

エ．光が屈折率の大きい空間から屈折率の小さい空間へと進み、入射角を大きくして
いったとき。

オ．屈折率に関係なくどんな状
じょう

況
きょう

でも起こりうる。
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	 　光回線を利用するとき、光ファイバーという繊
せんい

維をまとめたケーブルを用いて光の情報を
伝達しています。この光ファイバーには、図 ２のように、クラッドとコアという屈折率の異
なる部分があり、全ての光がコアからクラッドへ向かうときに境界で屈折を起こさず、コア
内に留

とど

まりながら進んでいくことで、光とともに情報を伝達する仕組みとなっています。こ
こではわかりやすくするため、図 3のように各部分をA、B、Cとおいて考えていきましょう。

クラッド

コア

光

図 ２

C（クラッド）

A（空気）

C（クラッド）

B（コア）

図 3

問 6　全ての光がB内に留まりながら進むためにはBとCの屈折率の関係はどのようになれ
ば良いですか。正しいものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．Bの屈折率の方がCの屈折率より大きくなれば良い。
イ．Cの屈折率の方がBの屈折率より大きくなれば良い。
ウ．BとCの屈折率が同じであれば良い。
エ．BとCの屈折率は関係しない。
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	 　BからCに光が進むとき、角度（X）が30度以上であれば、全ての光がB内に留まりながら進
むことがわかりました。

C（クラッド）

C（クラッド）

A（空気）
（a）

（b）

（c）

B（コア）

X

図 ４

問 7　角度（X）が30度のとき、図 ４の（a）～（c）の角度は何度ですか。

問 8　全ての光がB内に留まりながら進むには、AからBに進む光の屈折角は何度以上何度以
下であればよいですか。
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	 　光ファイバーはA（空気）からどんな角度で入射した光も全てB（コア）内に留まりながら
進んでいくことが重要です。また、入射角と屈折角の関係は屈折率と密接な関係があり、同
じ入射角で進む光でも、屈折率によって屈折角は異なります。最後に、Bの屈折率につい
て入射角が 0度以上89度以下の空気から入る光が全てB内に留まりながら進むための条件
を考えましょう。
　　空気から進む光について、Bの屈折率と入射角、屈折角の関係をまとめると表 1のよう
になりました。

表 １
入射角〔°〕 屈折角〔°〕 屈折率
30 30 1
30 45 0.71
30 60 0.58
30 90 0.50
45 30 1.41
45 45 1
45 60 0.82
45 90 0.71
60 30 1.73
60 45 1.22
60 60 1
60 90 0.87
89 30 1.9997
89 45 1.41
89 60 1.15
89 90 0.9998

問 9　表 １より、AからBに 0度以上89度以下で入射した全ての光がB内に留まりながら進
むとき、Bの屈折率はいくつ以上ですか。

	 　真
ま

っ直
す

ぐに伸
の

びた光ファイバーケーブルに、BからCに光が進むときの入射角が30度と
なるよう光を放ちました。このとき光の速さは秒速30万kmでした。

問10　光ファイバーケーブルがどこまでも真っ直ぐに伸びていたとすると、495km先にた
どり着くまでの時間は何ミリ秒ですか。なお、 1ミリ秒=0.001秒です。
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２ 　農太くんは写真 １のような顕
けん

微
び

鏡
きょう

を使って、池の水に暮らしているプランクトンについて
観察することにしました。後の問いに答えなさい。

A

B

CD

写真 1

問 1　写真 １中のAの名まえを答えなさい。

問 2　顕微鏡の使い方について説明した文として正しいものを、次のア～エから選び、記号
で答えなさい。

ア．観察を行う前にCを最も高い倍率のものにして使う。
イ．倍率を変えるときはDを動かす。
ウ．ピントを合わせるときはAを動かす。
エ．ピントを合わせる前にCとプレパラートの間を近づける。

問 3　ビーカーで池の水をすくってみたところ、緑色をしていました。その水を顕微鏡で観
察してみたところ、写真 ２のプランクトンが観察されました。

写真 ２
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（ １）　池の水が緑色に見えるのは、プランクトンが光合成を行うためのものをもつから
です。その名まえを漢字で答えなさい。

（ ２）　写真 ２のプランクトンとして正しいものを、次のア～オから選び、記号で答えな
さい。

　　ア．ゾウリムシ　　　イ．アオミドロ　　　ウ．ミジンコ
　　エ．ミカヅキモ　　　オ．アメーバ 

問 4　顕微鏡で観察した際に、視野の左下に見えているものを中央に動かしたいとき、プレ
パラートを図 １のどの向きに動かすとよいですか。図 １のア～エから選び、記号で答え
なさい。

図 １

ア

ウ

イ

エ

問 5　あるプランクトンは、光の方向に向かっていく性質があります。いま、図 １のプレパ
ラートの右下から光を当てたとき、プランクトンは視野の中でどの向きに動きますか。
図 ２のア～エから選び、記号で答えなさい。

図 ２

ア

ウ

イ

エ
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	 　農太くんは、顕微鏡で観察したプランクトンについて、その大きさを調べたくなりました。
顕微鏡で物体の大きさを調べるときには、以下のEとFが必要です。

E F

図 ３

Eは
ステージにのせる

FはAに
取りつける
（下写真）

	 　Eは、プレパラートをのせるステージの上に置いて使います。Eの中央には目盛りがついて
おり、 1目盛りの長さは0.01㎜です。しかし、測定する物体が目盛りの上にのったり、物体
と目盛りの両方にピントを合わせるのが難しく、Eの目盛りでは物体の長さをはかることは
できません。
	 　Fは、写真 １のAに入れて使います。Fにも中央に目盛りがついています。顕微鏡をのぞい
たときに視野の中で示される、Fの 1目盛りの長さは、使用するレンズの倍率によって変わ
ります。
	 　そこで、あらかじめEを用いて、観察する倍率におけるFの 1目盛りの長さを明らかにして
おきます。そして、実際に物体の大きさをはかるときはFのみを使います。
	 　このことについて、次の問いに答えなさい。
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問 6　校庭に垂直に立つ長さ10mの柱Xを、柱から離
はな

れた校門の位置からながめるとします。
校門の地面の上に、地面に対して垂直に物差しYを置いたままにして、その物差しで校
庭に立つ柱の長さをはかると、柱の長さは 8 cmに見えました。図 ４はそのときの見え方
を模式的に表したものです。

図 ４

10m

柱X

8cm

物差しY

（ １）　このとき、物差しYの目盛り 1 cm分で、柱Xのどれだけの長さ〔m〕を示すものと
考えることができますか。

（ ２）　柱Xの横に、身長1.5mの人が立つとします。この人の身長を、校門の地面の上に
垂直に置いたままにした物差しYではかると、その長さは何cmに見えますか。ただ
し、測定する人と身長1.5mの人の距

きょ り

離は、測定する人と柱Xの距離と同じものとし
ます。なお、測定する人と物差しYの距離は一定で、変化しません。
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問 7　写真 １のCの倍率を20倍にしてEとFをセットすると、顕微鏡をのぞいたときの視野
は、図 ５のようになりました。 ２つある目盛りのうち写真 １のAを回すと、回転する目
盛りは上段の目盛りです。

図 5

（ １）　Fが示す目盛りは、図 ５の上段か下段のどちらの目盛りですか。上・下で答えな
さい。

（ ２）　Fの 1目盛りが示す長さは何mmですか。

（ ３）　あるプランクトンの長さをはかると、Fの 8目盛り分の長さでした。このプラン
クトンの長さは何mmですか。

（ ４）　写真 １のCの倍率を、20倍から100倍に変化させました。

　①　Fの 1目盛りが示す長さは何mmですか。
　②　（ ３）のプランクトンの長さは、Fの目盛り数でいくつ分と示されますか。
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問 8　人の目で認識できる長さの限界は、0.1 mmとされています。今、顕微鏡のAの倍率が
10倍、Cの倍率が100倍であるとします。このとき、顕微鏡ではかることができる長さを、
次のア～ウからすべて選び、記号で答えなさい。いずれもはかることができない場合は
×と答えなさい。

ア．0.008mm（人の赤血球の大きさ）
イ．0.00004mm（黄熱病の原因となるウイルスの大きさ）
ウ．0.03mm（スギの花粉の大きさ）
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3 	　大気の成分は １番多い（　 1　）が78％、 ２番目に多い酸素が21％で、 3番目に多いのがア
ルゴン、 4番目に多いのが（　 2　）です。ここでいう大気の成分には水蒸気は含

ふく

まれていま
せん。なぜならば、水蒸気の量は、大気の状態によって大きく変化するからです。大気が
１ m3あたりに含むことのできる水蒸気の最大量を飽

ほうわ

和水蒸気量といいます。飽和水蒸気量は
温度によって変化し、空気の温度が高いほど水蒸気を多く含むことができます。また飽和水
蒸気量に対する、空気中に含まれる水蒸気の量の割合を湿

しつど

度といいます。表 1は気温と飽和
水蒸気量の関係を示しています。
	 　温度と湿度が関係した現象として、①寒い日に窓ガラスがくもること、天気が良い日に
洗
せんたくもの

濯物が乾
かわ

くことなどが、身近なところで見られるものです。また、空に雲ができることも
温度と湿度が大きく関係しています。水蒸気を含んだ空気のかたまりが上昇すると、上昇し
た空気のかたまりは（　 3　）します。このとき、空気のかたまりの温度が下がり（　Ｘ　）を
下回ると、空気中に含まれている水蒸気の量が飽和水蒸気量より多くなることで、含みきれ
なくなった分の水蒸気が空気中のちりなどを核

かく

として集まって水や氷のつぶとなり、雲がで
きます。

表 １
気温〔℃〕 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
飽和水蒸気量〔g/m3〕 5.2 5.6 5.9 6.4 6.8 7.3 7.8 8.3 8.8 9.4

気温〔℃〕 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
飽和水蒸気量〔g/m3〕 10.0 10.7 11.4 12.1 12.8 13.6 14.5 15.4 16.3 17.3

気温〔℃〕 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
飽和水蒸気量〔g/m3〕 18.3 19.4 20.6 21.8 23.1 24.4 25.8 27.2 28.8 30.4

問 1　文章中の空
くうらん

欄（　 1　）～（　 3　）に入る語句を、次のア～クからそれぞれ選び、記号
で答えなさい。

ア．水素　　　　イ．塩素　　　ウ．二酸化炭素　　　エ．ちっ素

オ．ネオン　　　カ．蒸発　　　キ．膨
ぼうちょう

張　　　　　 ク．収縮
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問 2　文章中の空欄（　Ｘ　）に入る語句を答えなさい。

問 3　下線部①の現象とは異なる現象を、次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．山沿いの地域できりが発生する。
イ．氷水の入ったコップを置いておくと、コップのまわりに水

すいてき

滴がつく。
ウ．線香に火をつけると、白いけむりが出る。
エ．冷

れい

凍
とう

庫
こ

を開けると、白いけむりが出る。
オ．冷えこんだ朝、草につゆがつく。
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問 4　あたためられた空気がどのように動くかを調べるために、図 1の装置を用いて実験を
行いました。図 １の装置は、前面に透

とうめい

明なプラスチック板、後面に黒い紙がはってあり、
穴 １から火のついた線香の先を入れて線香のけむりがどのように動くかを観察すること
ができます。この実験について、後の各問いに答えなさい。

穴１穴２

図 １

（ １）　線香のけむりはどのように動くと考えられますか。正しいものを次のア～エから
選び、記号で答えなさい。ただし、穴 ２からの空気の出入りはないものとします。

　

ア

線香

イ ウ エ

（ ２）　けむりが充
じゅうまん

満した装置の穴 ２からさらにあたためたヒーターを入れると、線香
のけむりは、どのように動くと考えられますか。正しいものを次のア～エから選び、
記号で答えなさい。

　

ア

ヒーター

イ ウ エ
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問 5　表 １の数値を用いて、以下の各問いに答えなさい。

（ １）　気温が12℃で、 1 m3あたり6.7gの水蒸気を含んでいる空気があります。この空気
1 m3には、あと何gの水蒸気を含むことができますか。

（ ２）　気温が18℃で、 1 m3あたり9.4gの水蒸気を含んでいる空気があります。この空気
の湿度は何％ですか。小数第 1位を四捨五入して整数で答えなさい。

	 　空気のかたまりの温度は、雲がないときは標高が100m変わるごとに 1℃変化し、雲がある
ときは標高が100m変わるごとに0.5℃変化します。図 ２の標高 0 mの地点Aの気温は27℃でし
た。この空気のかたまりが、標高2000mの山の斜

しゃ

面
めん

に沿って上昇し山頂をこえて風下側にふ
き下りるとき、標高1200mの地点Bで雲が発生し、空気中に含みきれなくなった水蒸気は山頂
の地点Cまでにすべて雨として降るため、②風下側の地点Eでは気温が高くなり乾

かん

燥
そう

した風が
吹きます。このとき、地点Dの空気のかたまりの温度は22℃でした。

A

B

C

D

E

図 2

問 6　以下の各問いに答えなさい。

（ １）　地点Aの湿度は何％ですか。小数第 ２位を四捨五入して答えなさい。

（ ２）　地点Dの標高は何mですか。

（ ３）　地点Eの気温は何℃ですか。

（ ４）　図の地点Aから地点Cまでの標高と気温の関係を解答欄のグラフにかき込みな
さい。

（ ５）　下線部②について、このような現象を何というか答えなさい。
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4 	　鉄の歴史は古く、紀元前15世紀ごろにアナトリア（現在のトルコ共和国の一部）でヒッタイ
ト人が鉄を使用していたという説もあります。
	 　現在では鉄は鉄鉱石とよばれる鉱石から次のような方法で得ることができます。鉄鉱石を
石灰石とコークス（石炭）とともに高温にすることで液体にします。このとき加えた石灰石と
コークスによって、鉄鉱石中の不純物を取り除くことができ、鉄を得ることができます。私
たちはこの方法で得た鉄を加工して、鉄の製品として利用しています。ただし、このような
方法で鉄を得ると地球温暖化の原因とされる二酸化炭素を多く排出するため、現在はこれと
は異なった方法で鉄を得る研究がなされています。
	 　また、鉄はヒトが生命活動を維

い

持
じ

するために、外から体内に取り入れる必要がある物質
です。鉄はヒトの筋肉や血液中に多く含まれ、体内に鉄が不足すると貧血を起こしてしま
います。
	 　後の問いに答えなさい。

問 １　青銅器時代（紀元前3000年ごろから紀元前1000年ごろまで）の後に鉄器時代（紀元前
1000年ごろから）がやってきます。なぜ、人類はなかなか純度の高い鉄の製品を手にする
ことができなかったのでしょうか。その理由を次の ２つの物質の融

ゆう

点
てん

を参考にして答え
なさい。

　　　青銅（銅とスズが混ざった金属）：約800℃
　　　鉄：約1500℃

問 ２　下の表は、現在日本で使われている硬
こう

貨
か

（ １ 円から500円硬貨）に使われている金属の割
合です。多くの硬貨に銅が使われていて鉄が使われていないのはなぜですか。その理由
を答えなさい。

１円硬貨 アルミニウム100％

５ 円硬貨 銅60～70％・亜
あ

鉛
えん

30～40％
10円硬貨 銅95％・亜鉛 ３～ ４％・スズ １～ ２％

50円硬貨・100円硬貨 銅75％・ニッケル25％

500円硬貨 銅75％・亜鉛12.5％・ニッケル12.5％
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問 ３　鉄には磁石にくっつく性質がありますが、すべての金属が磁石にくっつく性質をもつ
わけではありません。次の金属のうち、磁石にくっつくものはどれですか。正しいもの
をア～オからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．ニッケル　　　イ．銅　　　ウ．金　　　エ．コバルト　　　オ．アルミニウム

問 ４　血液中の成分で鉄を多く含んでいるものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．血しょう　　　イ．血小板　　　ウ．赤血球　　　エ．白血球

問 ５　鉄鉱石の主成分は酸化鉄（鉄と酸素が結びついたもの）です。酸化鉄160gから最大で
112gの鉄を得ることができます。また、このとき18gのコークスによって鉄と結びつい
ていた酸素がうばわれて最大で66gの二酸化炭素が発生するとします。

（ １）　100kgの鉄を得るためには何kgの鉄鉱石が必要ですか。ただし、鉄鉱石の重さの
90％が酸化鉄とします。また、答えは小数第 １位を四捨五入して、整数で答えなさ
い。

（ ２）　現在、酸化鉄と水素を反応させることで、鉄を得る研究が行われています。この
方法だと酸化鉄160gから最大で112gの鉄を得ることができ、二酸化炭素のかわり
に水ができます。このときできる水の重さは何gですか。ただし、９ gの水の中に酸
素は ８ g含まれるとします。
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問 ６　0.6gの鉄と100cm３のうすい塩酸（塩酸Xとします）がちょうど反応することで250cm３の
水素が発生しました。次の各問いに答えなさい。

（ １）　水素の性質として正しいものを次のア～クからすべて選び、記号で答えなさい。

　ア．気体の中でもっとも軽い。
　イ．鼻をさすようなにおいがある。
　ウ．水に溶

と

けにくい。
　エ．植物の光合成で使われる。
　オ．火をつけると燃える。
　カ．ほかの物を燃やすはたらきがある。
　キ．プールや水道水などの殺

さっきん

菌に使われている。
　ク．空気中に １％程度含まれている。

（ ２）　塩酸と反応して水素を発生する金属を、次のア～オからすべて選び、記号で答え
なさい。

　ア．金　　　イ．亜鉛　　　ウ．銅　　　エ．アルミニウム　　　オ．マグネシウム

（ ３）　25cm３の塩酸Xとちょうど反応する鉄の重さは何gですか。

（ ４）　ある重さの鉄と塩酸Xを反応させると、水素が1000cm３発生し、1.5gの鉄が溶けず
に残っていました。このときに用いた鉄の重さは何gですか。また、塩酸Xの体積
は何cm3ですか。

（ ５）　塩酸Xの濃さを ２倍にした塩酸Yを用意しました。3.6gの鉄と250cm３の塩酸Yを
反応させました。このとき発生する水素の体積は何cm３ですか。
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一	
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
⑤
～
⑧
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を

漢
字
で
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
送
り
仮
名
が
必
要
な
場
合
は
送
り
仮
名
を
付
し
な
さ
い
。

①　

国
家
予
算
の
内
訳
が
公
開
さ
れ
た
。

②　

計
画
が
頓
挫
し
た
。

③　

大
臣
が
使
命
を
遂
行
す
る
。

④　

釈
然
と
し
な
い
思
い
が
残
る
。

⑤　

社
会
の
ハ
ッ
テ
ン
に
貢
献
す
る
。

⑥　

先
生
か
ら
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
を
い
た
だ
く
。

⑦　

劇
の
主
役
を
ツ
ト
メ
ル
。

⑧　

友
人
を
タ
ス
ケ
ル
。

二	

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
に
手
を

加
え
て
あ
り
ま
す
。

　

経
済
学
で
は
「
時
間
や
お
金
に
制
約
が
あ
る
中
で
は
、
何
か
を
得
よ
う
と
し
た
ら
、
そ
の
分
必
ず
放
棄
す
る

も
の
が
あ
る
」
と
考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
何
も
犠
牲
に
せ
ず
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
状
況
で
あ
れ
ば
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
余
裕
の
な
い
状
態
で
は
、
何
か
を
得
よ
う
と
し
た
ら
、
他
の
何
か
を
捨
て
た
り
諦
め
た

り
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

伝
統
的
経
済
学
で
は
、
人
間
は
そ
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
、
ど
う
す
れ
ば
幸
福
を
最
大
化
で
き
る
の
か
を

考
え
て
い
る
存
在
で
あ
り
、
幸
福
を
最
大
化
で
き
る
道
が
わ
か
っ
た
ら
、
到
達
す
る
た
め
の
最
善
の
計
画
を
立

て
ら
れ
、
そ
の
通
り
に
行
動
で
き
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
人
を
動
か
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。「
同
じ
も
の
を
手
に
入
れ
る
の
に
、
よ
り
安
く
手
に
入
れ
ら
れ
ま
す
よ
」
と
か
「
少
な
い
時
間
で
手
に

入
れ
ら
れ
ま
す
よ
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
、
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
人
が
喜
ん
で
、
お
金
や
時
間
の
犠
牲
の
少

な
い
選
択
肢
を
選
ぶ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、「
放
棄
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
分
が
減
る
」と
い
う
こ
と
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て

Ａ

的
な
選
択
な
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
に
人
の
行
動
変
容
を
促
す
刺
激
や
動
機
と
な
る
も
の
の
こ
と
を
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
い
い
ま
す
。

何
か
を
よ
り

Ａ

的
に
し
た
り
、
何
か
の
対
価
を
減
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
人
が
行
動
を
変
え
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
ま
す
。

　

逆
に
言
え
ば
、
人
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
反
応
す
る
の
で
、
人
の
行
動
を
変
え
た
い
と
き
に
は
命
令
す
る
の

で
は
な
く
、「
〇
〇
の
行
動
を
し
た
ら
お
金
が
も
ら
え
ま
す
よ
」、
あ
る
い
は
「
△
△
し
た
ら
罰
金
を
取
ら
れ
ま

す
よ
」
と
提
示
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
受
験
予
備
校
で
「
模
擬
試
験
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
入

れ
ばiPad

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
な
ど
と
提
示
し
て
勉
強
を
促
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

　

ボ
ー
ル
を
動
か
す
に
は
外
か
ら
の
何
ら
か
の

Ｂ

的
な
力
が
必
要
で
す
が
、
１

人
間
を
動
か
す
に
は
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
※
１

ト
レ
ー
ド
オ
フ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
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の
考
え
方
の
前
提
に
あ
る
の
が
、
人
間
は
幸
福
に
な
り
た
い
、
そ
の
幸
福
を
最
大
に
し
た
い
と
い
う
原
理
の
も

と
で
合
理
的
に
行
動
し
て
い
る
、
と
い
う
経
済
学
の
人
間
観
な
の
で
す
。

　

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
い
う
の
は
、
や
る
気
を
引
き
出
す
た
め
の
刺
激
や
誘
因
の
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
成

績
が
上
が
っ
た
ら
ご
褒ほ

う

美び

が
も
ら
え
る
、
が
ん
ば
っ
た
ら
褒ほ

め
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
ご
褒
美
や
褒
め
る
こ
と

が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
は
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
す
が
、
勉
強
が
好
き
で
楽
し
い
か
ら
や
る
と
か
、
頑
張

る
こ
と
自
体
が
楽
し
い
な
ど
、
自
分
の
内
部
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー

ス
で
は
勉
強
を
す
る
こ
と
、
頑
張
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
自
己
成
長
感
や
幸
福
感
な
ど
自
分
の
内
部
で
感
じ
る
報

酬
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
は
、
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
外
部

的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
、
自
分
自
身
か
ら
発
生
す
る
内
部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
る
や
る
気
の
こ
と
を
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
い
ま

す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
日
本
語
で
「
動
機
づ
け
」
と
訳
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
引
き
だ
す
も
の
の
こ
と
で
す
。
も
う
一
度
整
理
し
ま
し
ょ
う
。
何
か
を
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
の
こ
と
が
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
動
機
づ
け
）
で
す
。
動
機
づ
け
に
は
、
行
動
そ
の
も
の
に
喜
び
や
興
味
を
感
じ
て
行
動
す
る

内
発
的
動
機
づ
け
と
、
報ほ

う

酬し
ゅ
うや
罰
と
い
っ
た
外
部
要
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
行
動
す
る
外
発
的
動
機
づ

け
が
あ
り
ま
す
。
内
発
的
動
機
づ
け
を
引
き
起
こ
す
の
は
、
自
己
成
長
感
、
達
成
感
な
ど
個
人
の
内
側
で
感
じ

る
報
酬
で
、
こ
れ
ら
は
内
部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
す
。
一
方
、
外
発
的
動
機
づ
け
を
引
き
起
こ
す
の
は
、
金

銭
・
賞
・
評
価
と
い
っ
た
外
部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
す
。

　

勉
強
や
運
動
な
ど
、
何
か
を

Ｃ

的
に
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
場
合
、
外
部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
内

部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
両
方
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
も
し
外
部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
し
か
な
け
れ
ば
、

そ
れ
が
な
く
な
れ
ば
や
る
気
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
や
っ
て
い
る
こ
と
、
継
続
し
て
い
る
こ
と
自
体

が
そ
の
人
に
と
っ
て
楽
し
く
な
れ
ば
や
る
気
も
持
続
す
る
で
し
ょ
う
。
習
慣
化
し
て
そ
れ
自
体
が
楽
し
み
に
な

れ
ば
、
外
部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
頼
る
必
要
は
な
く
な
る
の
で
、
初
期
の
段
階
で
い
か
に
外
部
的
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
使
っ
て
習
慣
化
さ
せ
、
内
部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
移
行
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
現
在
は

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
ア
プ
リ
や
運
動
・
健
康
な
ど
の
行
動
支
援
ア
プ
リ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
に
は
、
２

外

部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
う
ま
く
使
っ
て
、
し
だ
い
に
内
部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
引
き
出
し
て
い
く
仕
掛
け

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
使
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
身
を
も
っ
て
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

経
済
学
で
は
、
目
的
を
達
成
す
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
手
段
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
「
合
理
的
」
と
い
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
健
康
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
、
健
康
な
体
を
保
ち
た
い
と
い
う
目
標
の
あ
る
人
が
食
べ
す

ぎ
る
の
は
非
合
理
的
で
す
が
、
健
康
は
ど
う
で
も
よ
い
か
ら
美
味
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
、
そ
れ
が

幸
せ
だ
、
と
い
う
人
が
食
べ
す
ぎ
て
太
っ
て
い
る
の
は
合
理
的
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３

一
般
的
な
感
覚
で
は
、
健
康
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
目
標
を
持
つ
こ
と
自
体
が
非
合
理
に
思
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
経
済
学
で
は
価
値
観
の
是
非
に
つ
い
て
は
問
い
ま
せ
ん
。
経
済
学
者
が
合
理
的
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
目
標
と
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
取
っ
て
い
る
行
動
が

Ｄ

的
か
ど
う
か
と
い
う
点

の
み
で
す
。
ど
の
よ
う
な
価
値
観
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
最
適
な
手
段
を
取
っ
て
い
れ
ば
合

理
的
で
す
し
、
目
標
を
立
て
て
い
る
の
に
目
標
到
達
に
反
す
る
行
動
を
取
っ
て
い
れ
ば
非
合
理
だ
と
判
断
し
ま
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す
。

　

何
を
幸
福
と
感
じ
る
か
は
人
に
よ
っ
て
違
っ
て
よ
い
と
い
う
経
済
学
の
考
え
方
は
、
私
た
ち
の
日
常
の
感
覚

と
は
異
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の
中
で
は
、
そ
ん
な
変
な
好
み
（
不
健
康
で
も
構
わ
な
い
、

な
ど
）
を
持
つ
の
は
非
合
理
的
だ
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
経
済
学
で
は
そ
の
段
階
で
は
非
合
理
か
ど
う
か
考
え

ま
せ
ん
。
何
が
合
理
的
で
あ
る
の
か
は
、
そ
の
人
の
目
標
次
第
で
す
べ
て
違
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

仕
事
に
つ
い
て
考
え
て
も
、
４

利
益
が
最
大
に
な
る
こ
と
＝
合
理
的
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
益
を
最
大

化
す
る
の
が
目
標
だ
と
い
う
人
が
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
行
動
（
た
と
え
ば
、
稼か

せ

ぎ
時
を
逃
さ
ず
が
っ
つ
り
働

く
な
ど
）
を
取
っ
て
い
な
け
れ
ば
非
合
理
的
と
考
え
ま
す
が
、
健
康
を
維
持
し
な
が
ら
働
き
た
い
人
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
以
上
や
る
と
過
労
状
態
に
な
る
と
感
じ
た
と
き
、
得
ら
れ
る
も
の
と
失
う
も
の
の
ど
ち
ら
が
大
き
い
の
か

を
考
え
、
仕
事
を
そ
こ
で
切
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
の
も
、
経
済
学
者
が
考
え
る
合
理
的
な
意
思
決
定
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

価
値
観
は
問
わ
な
い
と
い
っ
て
も
、

Ｅ

的
に
問
題
が
あ
る
考
え
方
そ
の
も
の
を
許
し
て
は
い
け
な
い

と
考
え
る
経
済
学
者
も
い
ま
す
。
最
低
限
の
善
悪
な
ど
の
価
値
判
断
を
入
れ
る
か
ど
う
か
は
論
争
の
あ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
現
在
の
重
要
な
課
題
と
し
て
環
境
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、「
私
た
ち
の
世
代
さ
え
よ
け
れ
ば
い

い
、
将
来
世
代
の
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
も
よ
い
」
と
い
う
価
値
観
を
許
容
し
て
よ
い
か
と
い
う
と
、
５

そ
れ
は

と
て
も
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
経
済
学
の
中
に
「
将
来
世
代
に
つ
い
て
も
考
慮
に
入
れ
る
」
な
ど

の
価
値
基
準
が
入
っ
て
く
れ
ば
、「
自
分
た
ち
の
こ
と
だ
け
考
え
て
い
て
は
ダ
メ
。
将
来
の
こ
と
も
考
え
て
環

境
問
題
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
判
断
で
き
る
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
価
値
基
準
が
特
に
な
い
現
状

に
お
い
て
、
そ
れ
を
考
え
な
い
人
は
非
合
理
だ
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
価
値
観
を
入
れ
た
方
が
、
将

来
も
含
め
て
社
会
全
体
が
よ
く
な
る
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
が
、
現
在
世
代
だ
け
を
考
え
れ
ば
将
来
世
代
の
生

活
水
準
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
定
の
価
値
基
準
を
組
み
入
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
は
経
済
学
者
の
中
で
も

意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

た
だ
し
、
個
人
の
意
思
決
定
で
は
な
く
、
政
府
や
自
治
体
の
よ
う
に
あ
る
集
団
と
し
て
の
意
思
決
定
を
す
る

際
に
は
、
な
ん
ら
か
の
価
値
基
準
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
民
主
主
義
を
通
じ
た

政
治
的
意
思
決
定
で
す
。
現
在
世
代
と
将
来
世
代
の
ど
ち
ら
を
ど
の
程
度
重
視
す
る
か
、
感
染
症
の
蔓ま

ん

延え
ん

を
抑

え
る
こ
と
と
社
会
経
済
活
動
の
維
持
の
ど
ち
ら
を
ど
の
程
度
重
視
す
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
は
、
民
主
主
義
的

に
決
め
る
こ
と
で
す
。

　

Ｅ

的
な
問
題
や
社
会
問
題
は
、
公
害
問
題
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
経
済
面
で
も
大
き
な
問
題
が
発

生
し
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。
他
者
に
対
し
て
「
空
気
を
汚
す
な
」「
周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
な
」
と
思
う
の

は
一
般
的
に
あ
る
感
覚
だ
と
思
い
ま
す
。
経
済
学
の
観
点
で
は
、
誰
に
ど
の
よ
う
な
権
利
が
あ
る
か
と
い
う
こ

と
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
解
決
の
糸
口
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
人
に
は
ど
ん
な
大
き
な
音
で
も
出
せ
る
権
利
が
あ
る
」の
で
あ
れ
ば
、
騒
音
を
迷
惑
だ
と
感
じ

る
人
は
音
を
出
す
人
に
対
し
て
、
音
を
出
さ
な
い
よ
う
お
金
を
払
う
な
ど
し
て
頼
む
の
が
筋
で
す
。
人
が
音
を

出
す
権
利
を
侵
害
す
る
の
で
、
何
ら
か
の
補
償
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
少
し
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

基
本
的
人
権
と
し
て
、
ど
ん
な
音
を
出
し
て
も
い
い
と
い
う
権
利
を
私
た
ち
が
持
っ
て
い
た
な
ら
、
騒
音
を
止
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め
さ
せ
た
い
と
い
う
人
は
、
音
を
出
す
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
側
に
な
る
の
で
、
音
を
出
す
人
に
お
金
を
払
っ

て
音
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
う
の
で
す
。
逆
に
、「
人
に
は
静
か
に
過
ご
す
権
利
が
あ
り
、
人
に
迷
惑

に
な
る
よ
う
な
音
を
出
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
権
利
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
騒
音
で
そ
の
権
利
が

侵
害
さ
れ
た
場
合
、
侵
害
し
た
人
に
賠
償
請
求
を
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
権
利
を
人
に
与
え
る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
よ
り
ま
す
。
で
は
将
来
世
代
が
「
豊
か
な
環

境
の
も
と
で
過
ご
す
権
利
」
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
現
状
で
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
将
来
世
代
の
人
は

今
こ
こ
に
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
問
題
を
複
雑
に
し
ま
す
。
騒
音
を
出
す
人
と
騒
音
に
困
っ
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
、
ど
ち
ら
も
今
こ
こ
に
い
る
た
め
、
ど
ち
ら
に
権
利
が
あ
る
か
を
見
て
法
的
に
決
め
て
解
決
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
将
来
世
代
は
今
の
環
境
政
策
に
文
句
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
や
や
話
が
広

が
り
ま
し
た
が
、
こ
の
例
は
、
６

幸
福
に
な
る
道
を
合
理
的
に
考
え
る
に
あ
た
っ
て
何
ら
か
の
制
約
が
あ
る
場

合
、
そ
の
合
理
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。

　

合
理
性
と
非
合
理
性
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
株
式
会
社
が
社
会
貢
献
活
動

に
ど
の
程
度
力
を
入
れ
る
の
か
。
社
会
貢
献
活
動
は
儲も

う

か
ら
な
い
か
ら
無
駄
で
あ
る
と
、
株
主
か
ら
苦
言
を
呈

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
株
主
か
ら
す
れ
ば
、
株
式
会
社
が
社
会
貢
献
活
動
を
す
る
こ
と
は
非
合
理

だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
貢
献
活
動
を
す
る
こ
と
で
企
業
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
り
、
そ
の
会

社
の
製
品
を
買
う
人
が
増
え
る
の
で
あ
れ
ば
儲
か
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
必
ず
し
も
社
会
貢
献
活
動
は
利
益

の
最
大
化
と
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

目
標
が
利
益
最
大
化
だ
と
し
て
も
、
そ
こ
に
至
る
道
は
一
つ
し
か
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や

人
は
一
般
に
お
金
だ
け
を
目
標
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
単
純
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
７

状

況
が
複
雑
な
と
き
に
人
の
行
動
を
合
理
的
な
も
の
に
し
て
い
く
に
は
、
そ
の
人
た
ち
が
何
を
目
標
に
し
、
何
を

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
し
て
動
い
て
い
る
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
、
う
ま
く
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

�

（
大
竹
文
雄
『
経
済
学
者
の
ア
タ
マ
の
中
』
に
よ
る
）

※
１　

ト
レ
ー
ド
オ
フ
…
…
何
か
を
得
る
と
別
の
何
か
を
失
う
、
相
容
れ
な
い
関
係
の
こ
と
。

問
一　

空
欄

Ａ

～

Ｅ

に
あ
て
は
ま
る
語
を
、
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア　

継
続　
　

イ　

魅
力　
　

ウ　

倫
理　
　

エ　

物
理　
　

オ　

整
合
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問
二　

傍
線
部
１
「
人
間
を
動
か
す
に
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
れ
ば
よ
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す

か
。
筆
者
が
そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

人
間
は
制
約
が
あ
る
中
で
、
最
も
幸
福
に
な
る
た
め
の
行
動
を
計
画
し
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
そ
の
幸
福
を
増
や
せ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
。

イ　

人
間
は
自
ら
が
挙
げ
た
成
果
を
社
会
で
広
く
認
め
ら
れ
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
世
間
か
ら
の
正

当
な
評
価
と
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
ら
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
。

ウ　

人
間
は
命
令
さ
れ
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
得
る
こ
と

で
命
令
さ
れ
ず
と
も
自
身
の
意
思
に
基
づ
い
て
行
動
で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
。

エ　

人
間
は
時
間
や
お
金
が
不
足
し
て
い
る
と
身
動
き
が
と
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
は
そ
の
制
約
か
ら
人
を
解
放
し
て
行
動
す
る
余
裕
を
与
え
る
も
の
だ
か
ら
。

オ　

人
間
は
時
と
場
合
に
よ
っ
て
余
裕
を
失
う
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
得
る
こ
と
で

余
裕
が
生
ま
れ
て
適
切
な
判
断
を
下
せ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
。

問
三　

傍
線
部
２
「
外
部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
う
ま
く
使
っ
て
、
し
だ
い
に
内
部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
引

き
出
し
て
い
く
仕
掛
け
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し

い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

利
用
者
の
行
動
履
歴
を
ア
プ
リ
に
記
録
し
て
生
活
習
慣
の
改
善
点
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
医
療

機
関
を
利
用
せ
ず
と
も
健
康
的
な
体
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ　

利
用
者
が
一
か
月
に
使
用
し
た
金
額
を
ま
と
め
て
表
示
す
る
機
能
を
用
い
て
、
利
用
者
の
金
銭

感
覚
を
明
ら
か
に
し
て
節
約
意
識
を
植
え
付
け
る
。

ウ　

利
用
者
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
た
距
離
に
応
じ
て
特
典
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
利
用

者
が
日
常
的
に
走
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
楽
し
み
に
気
づ
く
。

エ　

動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
で
ア
プ
リ
内
で
使
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
、
利
用
者
の
自
発

的
な
ア
プ
リ
の
使
用
頻
度
を
増
や
し
て
い
く
。

オ　

勉
強
し
た
時
間
に
応
じ
て
ア
プ
リ
内
で
の
順
位
を
表
示
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
に
学
習
を
促
し

て
自
身
の
順
位
を
上
げ
よ
う
と
思
わ
せ
る
。
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

問
四　

傍
線
部
３
「
一
般
的
な
感
覚
で
は
、
健
康
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
目
標
を
持
つ
こ
と
自
体
が
非
合
理

に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
あ
り
ま
す
が
、
非
合
理
に
思
え
る
理
由
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も

の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
で
仕
事
や
趣
味
を
長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
不
健
康
に
な

る
と
結
果
的
に
得
ら
れ
る
幸
福
が
減
少
し
て
し
ま
う
か
ら
。

イ　

健
康
で
い
る
べ
き
だ
と
い
う
価
値
観
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
健
康
を
軽
視

し
て
い
る
だ
け
で
他
者
か
ら
軽
蔑
の
目
で
見
ら
れ
る
か
ら
。

ウ　

世
の
中
で
は
健
康
を
重
視
し
た
生
活
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
た
め
、
不
健
康
な
生
活
を

送
っ
て
い
る
と
他
者
か
ら
注
意
さ
れ
て
気
分
を
害
す
る
か
ら
。

エ　

現
代
の
医
療
に
お
い
て
は
、
健
康
を
重
要
視
せ
ず
に
病
気
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
治
療
を
受
け

る
こ
と
で
元
の
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
。

オ　

病
院
を
受
診
す
る
だ
け
で
費
用
が
掛
か
る
た
め
、
病
気
に
な
る
と
支
出
が
増
え
て
し
ま
い
、
本

来
の
目
標
に
沿
っ
て
お
金
を
使
え
な
く
な
る
か
ら
。

問
五　

傍
線
部
４
「
利
益
が
最
大
に
な
る
こ
と
＝
合
理
的
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い

う
こ
と
で
す
か
。
こ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア　

合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
経

済
的
な
利
益
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
必
ず
し
も
合
理
的
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ　

合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
う
え
で
、
経
済
的
な
利
益
は
関
係
が
な
い
た
め
、
い
く

ら
利
益
が
大
き
く
な
ろ
う
と
も
、
合
理
的
だ
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　

何
が
合
理
的
か
を
考
え
る
際
に
、
経
済
的
な
利
益
が
最
大
限
に
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
た

め
に
犠
牲
に
し
た
時
間
が
多
く
な
れ
ば
合
理
的
で
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

何
が
合
理
的
で
あ
る
か
と
い
う
判
断
は
経
済
学
者
に
は
で
き
な
い
た
め
、
経
済
的
な
利
益
が
多

く
得
ら
れ
る
こ
と
が
合
理
的
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。

オ　

何
が
合
理
的
で
あ
る
か
は
、
将
来
の
社
会
に
つ
い
て
考
慮
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
経
済
的
な
利
益
を
あ
げ
る
だ
け
で
は
合
理
的
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
。
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問
六　

傍
線
部
５
「
そ
れ
は
と
て
も
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。
そ

の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

環
境
問
題
を
考
え
る
際
に
、
現
在
世
代
の
生
活
を
豊
か
に
し
つ
つ
も
将
来
世
代
の
環
境
を
優
先

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
の
手
段
は
い
く
つ
も
あ
る
た
め
、
最
善
の
方
法
を
選
ぶ

の
に
苦
労
す
る
か
ら
。

イ　

環
境
問
題
を
考
え
る
際
に
、
将
来
の
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
っ
て
も
、
現
在
世
代
の
生
活
の
充
実
を
優
先
す
る
こ
と
も
合
理
的
な
判
断
だ
と
い
え
る

か
ら
。

ウ　

環
境
問
題
を
考
え
る
際
に
、
経
済
学
に
お
い
て
は
現
在
世
代
の
生
活
水
準
の
維
持
を
す
る
こ
と

が
最
優
先
事
項
で
あ
る
た
め
、
将
来
世
代
の
生
活
水
準
を
守
る
べ
き
だ
と
い
う
判
断
は
無
効
に

な
る
か
ら
。

エ　

環
境
問
題
を
考
え
る
際
に
、
現
在
世
代
の
生
活
の
充
実
を
優
先
す
べ
き
だ
と
考
え
る
立
場
と
、

将
来
世
代
の
生
活
に
配
慮
し
た
行
動
を
取
る
べ
き
だ
と
考
え
る
立
場
の
共
存
に
力
を
注
い
で
し

ま
う
か
ら
。

オ　

環
境
問
題
を
考
え
る
際
に
、
将
来
世
代
の
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
取
ろ
う
と
主
張
し
て
も
、

現
在
世
代
さ
え
良
け
れ
ば
良
い
と
い
う
価
値
観
が
一
般
化
し
た
社
会
で
は
、
そ
の
主
張
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
か
ら
。

問
七　

傍
線
部
６
「
幸
福
に
な
る
道
を
合
理
的
に
考
え
る
に
あ
た
っ
て
何
ら
か
の
制
約
が
あ
る
場
合
、
そ
の
合

理
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
と
い
う
問
題
」
と
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
で
す
か
。

そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

現
在
世
代
の
人
が
環
境
政
策
を
考
え
る
際
に
、
文
句
を
唱
え
る
人
が
そ
の
場
に
い
な
い
場
合
、

そ
の
人
た
ち
の
主
張
の
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
、
と
い
う
問
題
。

イ　

現
在
世
代
の
環
境
政
策
を
立
て
る
際
に
、
政
策
実
現
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
将
来
世
代
の
環
境
を
い
か
に
守
る
か
、
と
い
う
問
題
。

ウ　

現
在
世
代
の
合
理
的
な
環
境
政
策
が
、
将
来
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
一
方
で
、
現
在
の
別
の
社

会
問
題
に
つ
な
が
る
場
合
、
そ
の
政
策
の
是
非
を
ど
う
問
う
か
、
と
い
う
問
題
。

エ　

現
在
世
代
の
人
が
考
え
た
環
境
政
策
が
、
将
来
世
代
の
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ

る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
補
償
を
準
備
し
て
お
く
か
、
と
い
う
問
題
。

オ　

現
在
世
代
の
人
が
考
え
た
環
境
政
策
が
、
将
来
の
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
ま

だ
権
利
が
な
い
将
来
世
代
の
利
益
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
と
い
う
問
題
。
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

問
八　

傍
線
部
７
「
状
況
が
複
雑
な
と
き
」
と
あ
り
ま
す
が
、
組
織
内
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
と
き
で
す
か
。

そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

組
織
内
の
利
益
を
増
や
す
た
め
の
手
段
が
、
組
織
の
イ
メ
ー
ジ
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
き
。

イ　

組
織
全
体
の
利
益
を
最
大
化
す
る
た
め
に
努
力
を
し
て
い
て
も
、
想
定
と
は
逆
の
成
果
が
挙

が
っ
て
い
る
と
き
。

ウ　

組
織
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
も
、
製
品
が
売
れ
ず
に
利
益
が
あ

が
ら
な
い
と
き
。

エ　

組
織
内
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
目
標
が
複
数
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
実
現
す
る
手
段
が
多
く
存

在
す
る
と
き
。

オ　

組
織
内
の
利
益
を
追
求
す
る
手
段
が
多
く
あ
る
こ
と
で
、
最
終
的
な
目
標
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
き
。

問
九　

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
カ
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

ア　

伝
統
的
経
済
学
に
お
い
て
人
間
は
幸
福
を
追
求
す
る
存
在
で
あ
る
が
、
何
か
を
犠
牲
に
し
て
ま

で
、
幸
福
を
追
求
す
る
こ
と
は
な
い
。

イ　

生
徒
の
学
習
を
促
す
た
め
に
、
受
験
予
備
校
が
模
試
の
成
績
に
よ
っ
て
報
酬
を
与
え
る
こ
と
は

内
部
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
あ
た
る
。

ウ　

経
済
学
の
観
点
で
は
、
健
康
の
維
持
を
目
標
と
す
る
人
が
誘
惑
に
負
け
て
多
く
食
べ
過
ぎ
て
し

ま
っ
て
も
、
行
動
が
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
合
理
的
で
あ
る
。

エ　

現
在
世
代
が
利
益
を
追
求
す
る
と
将
来
の
環
境
を
破
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
将
来
世
代
は
現

在
の
環
境
政
策
に
対
し
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

オ　

株
式
会
社
が
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
社
会
貢
献
活
動
を
す
る
こ
と
は
直
接
的
に
は

利
益
に
繋
が
ら
な
い
た
め
、
徒
労
で
あ
る
。

カ　

人
間
の
行
動
の
動
機
に
な
る
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
間
の
行
動
が
合
理
的
か

ど
う
か
判
断
で
き
る
。
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三	
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
に
手
を

加
え
て
あ
り
ま
す
。

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」の
存
在
が
気
に
な
り
だ
し
た
の
は
、
20
年
ほ
ど
前
、
全
国
各
地
の
物
産
展
に
赴お
も
むい
た
と
き
で

す
。
そ
の
土
地
の
名
産
品
が
並
び
、
多
く
の
客
が
ひ
し
め
く
中
、
そ
れ
は
と
て
も
①

所
在
な
さ
げ
に
立
っ
て
い

ま
し
た
。

　

妙
な
「
着
ぐ
る
み
」
で
す
。
当
時
は
「
マ
ス
コ
ッ
ト
」
と
い
う
呼
び
方
が
一
般
的
で
し
た
。

　

平
面
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
き
は
そ
れ
な
り
に
可
愛
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
立
体
に
し
て
人
が
入
る

に
は
、
か
な
り
無
理
が
あ
る
そ
の
※
１

フ
ォ
ル
ム
。
遠
慮
が
ち
に
手
を
振
っ
て
い
ま
す
が
、
寄
っ
て
く
る
子
供

も
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
客
は
皆
、
マ
ス
コ
ッ
ト
に
見
向
き
も
し
ま
せ
ん
。

　

私
は
そ
の
姿
に
、
た
ま
ら
な
く「
哀あ

い

愁し
ゅ
う」を

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
が
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
や
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
だ
っ

た
ら
、
１

物
陰
に
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
た
り
し
な
い
で
し
ょ
う
。

　

哀
愁
と
も
う
ひ
と
つ
、
マ
ス
コ
ッ
ト
に
惹ひ

か
れ
た
理
由
は
、
そ
の
※
２

ト
ゥ
ー
マ
ッ
チ
感
で
し
た
。
た
と
え

ば
広
島
県
の
「
ブ
ン
カ
ッ
キ
ー
」
と
い
う
「
国
民
文
化
祭
」（
現
「
け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま
」）
の
マ
ス
コ
ッ

ト
。
体
は
広
島
名
産
の「
牡か

き蠣
」、
頭
に
は
県
の
木
で
あ
り
、
お
土
産
の
饅ま
ん
じ
ゅ
う頭で

も
お
馴な

じ染
み
の「
も
み
じ
」、
体

と
両
腕
で
広
島
の
「
ひ
」
を
か
た
ど
り
、
右
手
に
は
指
揮
棒
を
持
ち
「
文
化
」
を
表
現
。

　

こ
れ
は
後
に
人
気
と
な
る
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
や
「
く
ま
モ
ン
」
と
い
っ
た
、２

「
引
き
算
」
の
デ
ザ
イ
ン
の
マ

ス
コ
ッ
ト
と
は
確
実
に
一
線
を
画
し
ま
す
。
ブ
ン
カ
ッ
キ
ー
は
と
り
わ
け
で
し
た
が
、
当
時
は
そ
の
地
方
の
名

産
品
を
無
理
矢
理
マ
ス
コ
ッ
ト
化
し
た
、
い
び
つ
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
い
び
つ
さ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、「
郷
土
愛
」（
ち
な
み
に
私
は
「
郷
土
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
）。

　

東
京
な
ど
都
会
で
生
活
し
て
い
る
地
方
出
身
者
か
ら
す
る
と
、
そ
の
姿
は
郷
里
の
母
親
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
、

リ
ン
ゴ
や
半は

ん
て
ん纏

が
入
っ
た
段
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
、
ダ
サ
く
う
っ
と
う
し
い
、
し
か
し
捨
て
ら
れ
な
い
嬉
し
さ
と

せ
つ
な
さ
を
同
時
に

Ａ

さ
せ
ま
し
た
。

　

い
つ
の
ま
に
か
私
は
、
地
方
マ
ス
コ
ッ
ト
の
着
ぐ
る
み
の
こ
と
を
四
六
時
中
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
マ
ス
コ
ッ
ト
を
普
通
の
人
は
、
ま
ず
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
も
し
気
に
な
っ
た
と
し
て

も
、「
物
産
展
に
何
か
変
な
も
の
が
い
た
な
」
く
ら
い
で
、
帰
宅
後
に
は
も
う
忘
れ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
名
称
も
ジ
ャ
ン
ル
も
な
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。「
地
方
の
物
産
展
で
見
か

け
る
、
お
そ
ら
く
地
方
自
治
体
が
自
前
で
作
っ
た
で
あ
ろ
う
、
そ
の
土
地
の
名
産
品
を
模
し
た
、
着
ぐ
る
み
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
い
う
、
長
い
長
い
説
明
が
必
要
な
も
の
だ
か
ら
で
す
。
説
明
し
て
い
る
う
ち

に
、
面
倒
臭
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
の
「
な
い
仕
事
」
の
出
発
点
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
名
称
も
ジ
ャ
ン
ル
も
な
い
も
の
を
見
つ
け
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
気
に
な
っ
た
ら
、
そ
こ
に
名
称
と

ジ
ャ
ン
ル
を
与
え
る
の
で
す
。

　

前
述
の
長
い
説
明
を
、
た
っ
た
一
言
で
表
現
す
る
た
め
に
私
が
考
え
た
の
が
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
で
し
た
。
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

「
ゆ
る
い
」「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」の
略
で
す
。
こ
れ
は
本
来
矛
盾
し
た
言
葉
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
ゆ
る
く
て
は

困
り
ま
す
。
わ
ざ
と
ゆ
る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
ろ
う
と
思
う
人
や
団
体
な
ど
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
ち
ゃ

ん
と
し
た
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
ろ
う
と
し
た
結
果
、
な
ん
と
も
微
妙
な
、
な
ん
と
も
中
途
半
端
な
、
な
ん
と

も
い
び
つ
な
も
の
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

　

次
章
で
詳
し
く
述
べ
て
い
き
ま
す
が
、
３

私
が
名
づ
け
た
ブ
ー
ム
の
ほ
と
ん
ど
の
名
称
は
、
水
と
油
、
も
し

く
は
全
く
関
係
が
な
い
も
の
を
結
び
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
マ
イ
ブ
ー
ム
」も
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
は

前
述
し
ま
し
た
。

　

Ａ
＋
Ｂ
＝
Ａ
Ｂ
で
は
な
く
、
４

Ａ
＋
Ｂ
＝
Ｃ
に
な
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
Ａ
か
Ｂ
の
ど
ち
ら
か
は
、

も
う
一
方
を
打
ち
消
す
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
し
ま
す
。
こ
の
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
は
、
そ
の
最
た
る
例

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

※
３

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
も
の
と
全
く
無
縁
な

Ｂ

。
し
か
し
、
そ
の
ピ
ュ
ア
さ
に
な

ん
だ
か
グ
ッ
と
く
る
も
の
が
あ
る
。

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」と
名
づ
け
て
み
る
と
、
さ
も
そ
ん
な
世
界
が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
き
ま
し
た
。
統
一
性
の
な

い
各
地
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
、
そ
の
名
の
も
と
に
ひ
と
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
な
り
、
先
に
述
べ
た
哀
愁
、
所
在
な
さ
、

ト
ゥ
ー
マ
ッ
チ
感
、
郷
土
愛
も
併
せ
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
「
な
い
仕
事
」
に
共
通
す
る
こ
と
で
す
が
、
な
か
っ
た
も
の
に
名
前
を
つ
け
た
後
は
、「
自
分
を
洗

脳
」
し
て
「
無
駄
な
努
力
」
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
よ
く
「
努
力
が
似
合
わ
な
い
」
な
ど
と
思
わ

れ
が
ち
な
タ
イ
プ
で
す
が
、
ど
っ
こ
い
「
無
駄
な
努
力
家
」
な
の
で
す
。

　

私
だ
っ
て
「
今
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
面
白
い
よ
」
と
一
言
言
っ
て
そ
れ
が
ブ
ー
ム
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
当
然
で
す
が
、
そ
の
程
度
で
は
人
は
興
味
を
持
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

１２３４５

興
味
の
対
象
と
な
る
も
の
を
、
大
量
に
集
め
始
め
ま
す
。
好
き
だ
か
ら
買
う
の
で
は
な
く
、
買
っ
て
圧
倒
的
な

量
が
集
ま
っ
て
き
た
か
ら
好
き
に
な
る
と
い
う

Ｃ

で
す
。

　

人
は
「
大
量
な
も
の
」
に
弱
い
と
い
う
こ
と
が
、
長
年
の
経
験
で
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
大
量
に
集
ま
っ
た

も
の
を
目
の
前
に
出
さ
れ
る
と
、
こ
ち
ら
の
※
４

エ
レ
ク
ト
し
て
い
る
気
分
が
伝
わ
っ
て
、「
す
ご
い
！
」
と

Ｄ

す
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
中
略
】

　

な
か
な
か
雑
誌
の
連
載
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」の
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
私
は
１
９
９
６
年
か
ら
作
家
の
い
と
う
せ
い
こ
う
さ
ん
と
「
ザ
・
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
」
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
私
が
日
本
各
地
で
撮
影
し
た
お
か
し
な
風
景
や
、
ヘ
ン
な
も
の
の
写
真
を
ス
ク

リ
ー
ン
に
大
写
し
に
し
つ
つ
ト
ー
ク
を
す
る
と
い
う
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
そ
も
そ
も
「
な
い
」
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。
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私
は
「
次
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
た
い
の
で
す
が
…
…
」
と
、「
ザ
・
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
」
で

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
制
作
会
社
に
※
５

プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
会
社
は
、
私
の
企
画
を
面

白
が
っ
て
く
れ
て
、
日
本
全
国
か
ら
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
の
着
ぐ
る
み
を
た
く
さ
ん
集
め
て
く
れ
、
２
０
０
２
年

11
月
23
日
、
後
楽
園
ゆ
う
え
ん
ち
の
ス
カ
イ
シ
ア
タ
ー（
野
外
ス
テ
ー
ジ
）
で
「
第
一
回
み
う
ら
じ
ゅ
ん
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
外
イ
ベ
ン
ト
な
の
に
、
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
。
そ
の
上
、
ま
だ
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
と
い
う
名
前

も
全
く

Ｅ

し
て
い
な
か
っ
た
頃
で
し
た
が
、「
な
ん
だ
か
面
白
そ
う
だ
ぞ
」と
、
ピ
ン
と
き
た
鋭
い
観
客

で
会
場
は
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
が
次
々
に
ス
テ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
、
び
し
ょ
濡
れ
の
審
査
員
（
安
斎
肇は

じ
めさ
ん
、
山
田
五
郎
さ

ん
、
清
水
ミ
チ
コ
さ
ん
）が
賞
を
授
与
し
、
私
が
作
詞
し
た「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
音
頭
」を
皆
で
熱
唱
。
会
場
は
、
悪

天
候
を
蹴
散
ら
す
ほ
ど
の
、
異
様
な
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
イ
ベ
ン
ト
制
作
会
社
の
人
た
ち
が
、
濡
れ
た
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
を
必
死
に
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
乾
か
し
て

い
た
光
景
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。「
一
人
※
６

電
通
」
と
い
え
ど
も
、
本
当
に
一
人
ぼ
っ
ち
で
す
べ
て
が

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
私
の
ア
イ
デ
ア
を
実
現
し
て
支
え
て
く
れ
る
、
理
解
者
が
必
要
な
の
で
す
。

　

こ
こ
で
大
事
な
の
は
、「
な
ん
だ
か
面
白
そ
う
だ
ぞ
」と
興
味
を
持
っ
て
、
制
作
を
買
っ
て
出
て
く
れ
た
イ
ベ

ン
ト
会
社
と
、
雨
の
中
集
ま
っ
て
く
れ
た
観
客
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
物
事
が
大
き
く
な
れ
ば
、

そ
う
い
っ
た
理
解
者
た
ち
の
数
も
、
当
然
膨
ら
ん
で
い
く
の
で
す
。

　

そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
直
後
、「
週
刊
Ｓ
Ｐ
Ａ
！
」編
集
部
か
ら
連
絡
が
き
て
、
２
０
０
３
年
１
月
よ
り
毎
週
１
体

ず
つ
見
開
き
カ
ラ
ー
で
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
を
紹
介
す
る
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
だ
ョ
！　

全
員
集
合
」
の
連
載
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
【
中
略
】

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
だ
ョ
！　

全
員
集
合
」
開
始
当
時
は
、
地
方
自
治
体
に
そ
の
連
載
タ
イ
ト
ル
を
言
っ
て
「
紹
介

し
た
い
の
で
写
真
を
借
り
た
い
」
と
い
う
電
話
を
す
る
と
、「
う
ち
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
ゆ
る
く
な
い
！
」
と
お
叱し

か

り
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
規
模
を
大
き
く
し
つ
つ
伝
え
て
い
る
う
ち
に
、
面
白
が
っ
て
く
れ
る
人
は
次
第
に
増

え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
と
い
う
言
葉
も

Ｅ

し
て
い
き
ま
し
た
。
や
が
て
は
先
方
か

ら
積
極
的
に
「
う
ち
の
キ
ャ
ラ
は
ゆ
る
い
で
す
よ
～
」「
う
ち
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

こ
の
次
に
大
き
な
ブ
ー
ム
へ
の
転
換
期
と
な
る
の
は
、「
誤
解
」
さ
れ
始
め
た
と
き
で
す
。

　

意
外
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
５

そ
れ
が
ブ
ー
ム
の
正
体
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
昨
今
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
い
う
も
の
を
よ
く
見
か
け
る
が
、
実
に
②

言
い
得
て
妙
だ
」「
日
本
独
自
の
着
ぐ
る

み
文
化
に
光
を
当
て
た
」
と
い
っ
た
、
思
い
が
け
な
い
「
深
読
み
」
を
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
現
れ
ま
す
。「
今

ま
で
私
も
気
に
な
っ
て
い
た
け
ど
、
確
か
に
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
お
か
し
い
よ
ね
」
と
、
語
り
出
す
人
た
ち
も
現
れ

ま
し
た
。

　

ブ
ー
ム
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
勝
手
に
独
自
の
意
見
を
言
い
出
す
人
」
が
増
え
た
と
き
に
生
ま
れ
る
も
の
な

の
で
す
。
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2/4

↑
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↑
2/1午後

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
あ
ら
か
じ
め
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
は
こ
う
い
う
も
の
で
す
」
と
い
う
理
論
づ
け
は
し
な
い

ほ
う
が
い
い
の
で
す
。
人
に
誤
解
さ
れ
た
り
、
我
が
も
の
の
よ
う
に
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
「
余
白
」
を
残
し

て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
と
命
名
し
て
か
ら
10
年
以
上
が
経
ち
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

は
一
大
産
業
と
言
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。「
ふ
な
っ
し
ー
」
の
よ
う
な
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
タ
レ
ン
ト
も
登
場

し
て
人
気
者
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
２
０
１
０
年
か
ら
は
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
も
毎
年
開
催
さ
れ
、

40
万
人
以
上
の
観
客
を
動
員
す
る
巨
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」を
私
の
企
画
で
始
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
の
イ
ベ
ン
ト
は
私
の
ア
イ
デ
ア
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
い
つ
の
間
に
か

始
ま
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
私
は
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
『
マ
イ
ブ
ー
ム
』
か
ら
『
大
ブ
ー
ム
』
に
変
わ
っ
た
な
」

と
気
づ
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
昨
今
、
新
聞
社
な
ど
か
ら
私
の
と
こ
ろ
に
「
今
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
ゆ
る
く
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
？
」
と
い
う
取
材
の
電
話
が
よ
く
か
か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、
私
に
聞
か
れ
て
も
答

え
よ
う
が
な
い
質
問
な
の
で
す
が
、
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
「
誤
解
」
で
す
。

　

も
と
も
と
私
は
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」の
存
在
が
面
白
か
っ
た
の
で
、
そ
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い
と
思
っ
た
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」の
形
態
が
ど
う
な
っ
た
の
か
は
私
が
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で

す
。

　

し
か
し
こ
の
お
か
し
さ
、
誤
解
こ
そ
が
、
ブ
ー
ム
な
の
で
す
。

�

（
み
う
ら
じ
ゅ
ん
『「
な
い
仕
事
」
の
作
り
方
』
に
よ
る
）

※
１　

フ
ォ
ル
ム
…
…
形
、
形
状
。

※
２　

ト
ゥ
ー
マ
ッ
チ
…
…
度
が
過
ぎ
る
こ
と
。

※
３　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
…
…�

人
々
が
欲
し
い
と
思
う
価
値
や
商
品
を
創
り
出
し
、
利
益
を
も
た
ら
そ
う
と
す

る
こ
と
。

※
４　

エ
レ
ク
ト
…
…
気
分
が
高
揚
し
て
い
る
こ
と
。

※
５　

プ
レ
ゼ
ン
…
…�

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。
自
分
の
考
え
や
ア
イ
デ
ア
を
相
手
に
提
示
し
、
相
手
の

行
動
を
促
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

※
６　

電
通
…
…
広
告
代
理
店
と
し
て
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
デ
ジ
タ
ル
広
告
の
事
業
を
お
こ
な
う
会
社
。

問
一　

空
欄

Ａ

～

Ｅ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

浸
透　
　

イ　

喚
起　
　

ウ　

戦
略　
　

エ　

代
物　
　

オ　

錯
覚
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問
二　

二
重
傍
線
部
①
「
所
在
な
さ
げ
に
」、
②
「
言
い
得
て
妙
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し

い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
「
所
在
な
さ
げ
に
」

ア　

悲
し
そ
う
に

イ　

退
屈
そ
う
に 

ウ　

頼
り
な
く

エ　

さ
み
し
そ
う
に

オ　

ぎ
こ
ち
な
く

②
「
言
い
得
て
妙
」

ア　

人
と
は
違
っ
た
表
現
で
言
う
こ
と
。

イ　

自
分
が
言
い
た
か
っ
た
こ
と
を
言
う
こ
と
。

ウ　

皆
が
思
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
こ
と
。

エ　

見
当
は
ず
れ
な
こ
と
を
言
う
こ
と
。

オ　

物
事
の
様
子
を
的
確
に
言
う
こ
と
。

問
三　

傍
線
部
１
「
物
陰
に
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
た
り
し
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

は
「
物
陰
に
立
っ
て
い
た
」
の
で
す
か
。
理
由
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

当
時
は
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
の
存
在
が
人
々
に
知
れ
渡
っ
て
お
ら
ず
、
来
て
い
る
お
客
さ
ん
が
誰

も
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
か
ら
。

イ　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」の
方
も
恥
ず
か
し
が
っ
て
お
り
、
お
客
さ
ん
も
ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
良
い
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
。

ウ　

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
と
き
は
可
愛
く
て
も
、
着
ぐ
る
み
に
な
る
と
無
理
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
。

エ　

当
時
は
ミ
ッ
キ
ー
や
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
よ
り
も
人
気
は
な
く
、
誰
も
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
が
流
行
す

る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
。

オ　

物
産
展
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
に
対
し
て
、
お
客
さ
ん
は
接
し
方

が
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
。
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

問
四　

傍
線
部
２
「「
引
き
算
」
の
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
は
確
実
に
一
線
を
画
し
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

地
元
の
名
産
品
に
満
ち
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
地
元
の
人
々
に
し
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
。

イ　

無
関
係
な
も
の
を
盛
り
つ
け
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
人
を
寄
せ
付
け
な
い
い
び
つ
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ

る
こ
と
。

ウ　

余
計
な
デ
ザ
イ
ン
を
入
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
々
の
想
像
力
を
か
き
立
て
る
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
で
あ
る
こ
と
。

エ　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」の
い
び
つ
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
地
元
の
人
々
の
郷
土
愛
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
こ
と
。

オ　

シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
は
な
く
、
地
元
の
名
産
品
を
過
剰
に
盛
り
込
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る

こ
と
。

問
五　

傍
線
部
３
「
私
が
名
づ
け
た
ブ
ー
ム
の
ほ
と
ん
ど
の
名
称
は
、
水
と
油
、
も
し
く
は
全
く
関
係
が
な
い

も
の
を
結
び
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も

の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」の
デ
ザ
イ
ン
が
持
っ
て
い
る
い
び
つ
さ
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
普
通
の
言
い

方
を
し
て
も
伝
わ
ら
な
い
か
ら
。

イ　

名
称
も
ジ
ャ
ン
ル
も
な
い
何
か
を
人
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
言
葉
を
作
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
か
ら
。

ウ　

本
来
矛
盾
す
る
言
葉
を
使
う
こ
と
で
、
わ
ざ
と
ら
し
さ
が
消
え
、
も
と
も
と
あ
っ
た
ブ
ー
ム
の

よ
う
に
見
え
て
く
る
か
ら
。

エ　

あ
り
ふ
れ
た
名
前
を
つ
け
た
と
し
て
も
、
人
々
の
記
憶
や
思
い
出
に
は
残
ら
ず
、
す
ぐ
に
忘
れ

ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
。

オ　

関
係
の
な
い
言
葉
同
士
を
つ
な
げ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
物
の
見
方
が
手
に
入

る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。
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問
六　

傍
線
部
４
「
Ａ
＋
Ｂ
＝
Ｃ
に
な
る
よ
う
に
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
お

う
と
し
て
い
ま
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

１
と
１
を
足
し
て
２
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
異
な
る
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
て
新
し
い

概
念
を
提
示
す
る
。

イ　

既
存
の
足
し
算
の
方
法
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
未
知
の
足
し
算
の
方
法

を
作
り
出
そ
う
と
す
る
。

ウ　

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
人
々
に
伝
わ
る
か
を
考
え
、
単
に
１
と
１
を
足
す
の
で
は
な
く
、
掛
け
算

の
よ
う
に
考
え
る
。

エ　

そ
の
対
象
を
説
明
す
る
の
に
必
要
な
長
い
説
明
を
、
な
る
べ
く
短
く
簡
単
な
言
葉
で
表
現
で
き

る
組
み
合
わ
せ
を
作
る
。

オ　

Ａ
か
Ｂ
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
に
す
る
こ
と
で
、
逆
に
人
々
を
楽
し
ま
せ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意

味
を
生
み
出
す
。

問
七　

空
欄

１

～

５

に
は
、
次
の
ア
～
オ
の
文
が
入
り
ま
す
。
適
切
に
並
べ
替
え
た
と
き
、
二

番
目
と
四
番
目
に
く
る
文
章
を
、
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
が
、「
絶
対
に
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
ブ
ー
ム
が

く
る
」
と
強
く
思
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

イ　

他
人
を
洗
脳
す
る
の
も
難
し
い
で
す
が
、
自
分
を
洗
脳
す
る
の
は
も
っ
と
難
し
い
も
の
で
す
。

ウ　

そ
こ
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
無
駄
な
努
力
で
す
。

エ　

な
ぜ
な
ら
相
手
は
手
の
内
を
い
ち
ば
ん
よ
く
知
っ
て
い
る
「
自
分
」
だ
か
ら
で
す
。

オ　
「
こ
れ
だ
け
面
白
い
も
の
が
、
流
行
ら
な
い
わ
け
が
な
い
」と
、
自
分
を
洗
脳
し
て
い
く
の
で
す
。

問
八　

傍
線
部
５
「
そ
れ
が
ブ
ー
ム
の
正
体
で
も
あ
り
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
状
況
を
指
し
ま
す

か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」を
考
え
た
の
は
私
だ
と
い
う
勝
手
な
意
見
を
言
う
人
が
増
え
て
く
る
状
況
の
こ

と
。

イ　

専
門
家
が
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
を
日
本
独
自
の
文
化
と
考
え
、
学
問
的
な
価
値
を
見
い
だ
す
状
況

の
こ
と
。

ウ　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」に
関
心
の
な
い
人
が
お
も
し
ろ
さ
に
気
づ
き
、
そ
の
場
所
に
注
目
す
る
状
況
の

こ
と
。

エ　

今
ま
で
怒
っ
て
対
応
し
て
い
た
自
治
体
の
方
か
ら
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
の
売
り
込
み
が
く
る
状
況

の
こ
と
。

オ　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」を
面
白
が
る
だ
け
で
な
く
、
人
々
が
意
見
を
発
信
し
た
く
な
る
よ
う
な
状
況
の

こ
と
。
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↑
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問
九　

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
カ
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

ア　

好
き
な
も
の
を
信
じ
て
、
そ
れ
を
他
者
や
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
け
ば
、
自
分
一
人
の
力

で
も
ブ
ー
ム
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。

イ　

人
々
が
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
の
魅
力
を
「
誤
解
」
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
気
に
と
め
て
い
な
か
っ

た「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
の
存
在
が
人
々
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

ウ　

ブ
ン
カ
ッ
キ
ー
は
い
び
つ
な
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
人
気
が
出
な
か
っ
た
が
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
や
く
ま

モ
ン
は
引
き
算
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
た
め
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

エ　

好
き
な
も
の
を
人
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
気
持
ち
を
強
く
信
じ
、
そ
れ

を
地
道
に
他
者
に
表
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

オ　

人
を
巻
き
込
み
、
大
き
な
ブ
ー
ム
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
々
を
あ
ざ
む
き
、
お
も
し
ろ
い

と
錯
覚
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

カ　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」が
か
も
し
出
し
て
い
た
独
特
の
哀
愁
は
、
筆
者
が
名
前
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
独
自
の
魅
力
に
変
化
し
た
。



問
二
①

②

問
三

問
四

問
五

※

問
七

問
八

問
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⑤ ①

ハ
ッ
テ
ン

内
訳

⑥ ②

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

頓
挫
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